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レビー小体型認知症らしさを矢日る
レビー小体型認知症の特徴

症状

表

関係する脳部位・系
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専門はアルツハイマー病の神 l廷痛理学や
リハビリテーション医学。認知症の進行を
防ぐ脳活性化リハビリテーションにも取り
組む。
書書に『認知症の正しい理解と包括的
医療・ケアのポイント (第 2版)J(協同
医書出版)など。
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レビー小体型認知症とパーキンソン病は兒弟

症状の変動tよ覚醒レベルの変動

リアルな幻視 :反応する行動

自律神経系の症状 :便秘、失神、立ちくらみ

REM睡眠行動障害 :夜中に大声などの行動

リアルな幻視、誤認妄想、幻の同居人、認知障害 大脳皮質、辺縁系

*下線は三大症状で、二つ以上あればレビー小体型認知症の疑いが強い。
*パーキンソン病は●を主要症状とするが、進行するとほかの症状も出てくる。

今
回
は
レ
ビ
ー
小
体
型
認
廻
柾
の
特
徴
的
な

症
状

（表
）
を
解
説
し
ま
す
。

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
の
三
大
症
状

そ
の
特
徴
の
第

一
は
リ
ア
ル
な
幻
視
で
す
。

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
の
人
は
、
子
ど
も
や
動

物
な
ど
が
見
え
る
だ
け
で
な
く
、
見
え
た
も
の

に
働
！き
か
け
ま
す
。
た
と
え
ば
犬
が
見
え
る
だ

け
で
な
く
、
「そ
こ
に
犬
が
い
る
か
ら
気
を
つ

け
て
」
と
言
っ
た
り
、
棒
で
大
を
追
い
払
お
う

と
す
る
な
ど
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

幻
視
だ
け
で
な
く
、
庭
の
木
が
人
に
見
え
る

よ
う
な
見
間
違
え

（錯
視
）
も
出
現
し
ま
す
。

家
に
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
来
て
い
る

（「幻

の
同
居
人
」
症
状
）
か
ら
と
、
何
人
分
も
の
食

事
を
用
意
す
る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
誤
認
妾

想
と
い
っ
て
配
偶
者

・
家
族
を
″似
て
い
る
他

人
″と
言
つゝ
こ
と
が
あ
り
ま
す

（カ
プ
グ
ラ
症

候
群
〕
。
「夫
に
買
っ
て
あ
げ
た
服
を
、
な
ぜ
他

人
の
あ
な
た
が
着
て
い
る
の
。
早
く
脱
ぎ
な
さ

い
」
と
怒
っ
て
夫
を
殴
つ
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。

第
二
の
特
徴
は
、
症
状
の
変
動
で
す
。
頭
が

は
っ
き
り
し
て
認
知
機
能
が
高
い
時
間

。
日
と
、

ボ
ー
ッ
と
し
て
覚
醒
レ
ベ
ル
が
低
下
し
て
い
る

か
な
く
な
り
ま
す
。

α
シ
ヌ
ク
レ
イ
ン
は
白
律
神
経
系
の
神
経
細

胞
に
も
蓄
積
し
ま
す
＠
こ
の
た
め
、
使
秘
は
必

ず
出
る
症
状
で
す
。
ま
た
、
交
感
榊
経
障
害
と

し
て
の
立
ち
く
ら
み
や
失
神
も
高
頻
度
で
、
転

例
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知

症
の
場
合
は
こ
つヽ
い
つ
た
症
状
が
あ
る
こ
と
を
、

施
設
な
ど
で
は
家
族
に
事
前
に
知
ら
せ
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
注
意
し
て
も
、

い
き
な
り
転
倒
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

前
兆
で
も
あ
る
Ｒ
Ｅ
Ｍ
睡
眠
行
動
障
害

三
大
症
状
に
加
え
、
も
う

一
つ
特
徴
的
な
症

状
が
、
夜
中
に
夢
を
見
て
行
動
す
る
Ｒ
Ｅ
Ｍ
睡

眠
行
動
障
害
で
す
。
夜
中
に
突
然
む
く
っ
と
起

き
上
が
っ
た
り
、
手
足
を
ば
た
ば
た
と
動
か
し

た
り
、
大
声
で
何
か
を
叫
ぶ
と
い
つ
た
行
動
が

み
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
隣
で
寝
て
い
た
配

偶
者
が
び
っ
く
り
し
て
た
ず
ね
て
み
る
と
、

「今
、
熊
に
襲
わ
れ
て
戦
っ
て
い
た
」
な
ど
と

夢
の
内
容
を
訴
え
ま
す
。

こ
の
Ｒ
Ｅ
Ｍ
睡
眠
行
動
障
害
は
、
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
発
症
の
数
年
前
か
ら
み
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
、
前
兆
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
間

。
日
が
交
互
に
出
現
し
ま
す
。
目
つ
き
が

変
わ
っ
て
何
か
に
と
り
つ
か
れ
た
よ
う
に
な
っ

て
い
る
状
態
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
認
知
機
能

は
、
夕
方
に
低
下
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

第
二
の
特
徴
が
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状
で
す
。

手
足
の
筋
肉
が
硬
く
な
り
、
動
き
が
少
な
く
、

小
さ
く
な
り
ま
す
。
歩
幅
が
小
さ
く
小
刻
み
に

歩
く
、
表
情
が
乏
し
く
な
る
な
ど
の
症
状
も
み

ら
れ
ま
す
。

こ
の
三
大
症
状
の
う
ち
の
二
つ
以
上
が
み
ら

れ
れ
ば
、
臨
床
的
に
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
と

診
断
し
ま
す
。
幻
視
や
誤
認
量
慰
が
あ
っ
た
ら
、

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
兄
弟
疾
悪

実
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
レ
ビ
ー
小
体
型
認

知
症
は
、
病
因
が
共
通
し
て
い
ま
す
。
と
も
に

α
シ
ヌ
ク
レ
イ
ン
と
い
つヽ
タ
ン
パ
ク
が
異
常
に

蓄
積
す
る
こ
と
で
生
じ
、
こ
の
α
シ
ヌ
ク
レ
イ

ン
が
た
ま
り
始
め
る
脳
部
位

・
系
の
神
経
細
胞

に
よ
っ
て
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
か
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
か
に
分
か
れ
ま
す

（表
）。
そ
し
て

ど
ち
ら
も
長
期
間
経
過
す
る
と
、
認
知
障
生
Ｆ
⊂

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状
が
共
に
現
れ
、
区
別
が
つ

薬
剤
過
敏
に
注
意
し
て
治
療

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
は
、
し
ば
し
ば
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
誤
診
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
は
薬
物
過
旗
性
を
示

す
の
で
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
の
明
確
な
区

別
が
必
要
で
す
。
た
と
え
ば
抗
精
神
病
薬
な
ど

に
過
敏
に
反
応
し
、
少
量
で
副
作
用
が
出
や
す

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
病
治
療
薬
の
ド
ネ
ベ
ジ
ル

（ア
リ
セ
プ
ト
）

は
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
の
幻
視
や
覚
醒
レ
ベ

ル
低
下
に
対
し
て
少
量
で
有
効
で
す
が
、
常
用

量
で
は
易
怒
性
な
ど
の
副
作
用
が
出
や
す
い
傾

向
が
あ
り
、
罵
留
ｃ過
ぎ
」
に
は
要
注
意
で
す
。

幻
視
や
昼
夜
逆
転
な
ど
の
治
療
で
は
、
抑
肝

散
と
い
う
漢
方
薬
が
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
劇
的

に
有
効
な
例
が
あ
る
一
方
で
、
治
療
に
難
渋
す

る
ケ
ー
ス
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
は
、
適
切
な
治
療
で

良
く
な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
そ
の
疑
い
が

あ
る
と
き
は
、
早
期
に
適
切
な
医
療
に
つ
な
ぐ

こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
記
事
が
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
の
早

期
発
見
に
役
立
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●

●

便秘、立ちくらみ、失神

パーキンソン症状 (無動・固縮・バランス障害)

認知機能 (覚醒レベル)の変動、薬剤過敏性

自律神経系

中脳黒質・線条体系

前脳基底部 (マ イネルト核など)、
大脳基底核
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